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右
の
質
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意
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一 

現
在
富
山
県
は
、
円
高
と
繊
維
不
況
に
よ
り
昨
年
末
、
特
定
地
域
中
小
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
の
緊
急
雇
用

安
定
地
域
の
指
定
を
小
矢
部
市
な
ど
南
砺
五
市
町
村(

福
野
町
、
城
端
町
、
井
波
町
、
井
ノ
ロ
村)

が
受
け
、
特

別
融
資
や
雇
用
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。 

二 

会
社
は
従
業
員
三
百
二
十
名
、
下
請
外
注
先
で
二
百
余
名
の
従
業
員
を
雇
用
し
て
お
り
、
同
地
方
の
地
域
経 

こ
の
様
な
地
域
事
情
の
中
、
株
式
会
社
日
本
抵
抗
器
製
作
所
（
所
在
地 

富
山
県
東
砺
波
郡
城
端
町
北
野
二

三
一
五
、
代
表
取
締
役
社
長
木
村
健
吉
。
以
下｢

会
社｣

と
い
う
。
）
と
、
そ
の
従
業
員
で
組
織
す
る
総
評
全
国
金

属
労
働
組
合
日
本
抵
抗
器
支
部
（
所
在
地
同
、
執
行
委
員
長
中
村
正
春
。
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。
）
は
、
昭
和

六
十
一
年
四
月
三
日
以
降
、
今
日
ま
で
労
使
に
よ
る
紛
争
が
続
い
て
い
る
。 

そ
の
原
因
と
経
過
並
び
に
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

株
式
会
社
日
本
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抗
器
製
作
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労
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争
に
関
す
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三 

こ
の
紛
争
の
中
で
会
社
は
組
合
と
の
協
議
を
無
視
し
、
一
方
的
に
円
高
対
策
と
し
て
下
請
外
注
化
や
台
湾
で

の
生
産
体
制
を
強
化
し
、
そ
の
体
制
が
確
立
さ
れ
れ
ば
会
社
を
潰
す
と
い
う
噂
を
流
し
、
地
場
産
業
の
空
洞
化

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

城
端
町
の
も
う
一
方
の
主
力
産
業
で
あ
る
繊
維
は
不
況
の
真
只
中
、
会
社
の
労
使
紛
争
の
長
期
化
に
よ
る
雇

用
不
安
な
ど
で
、
商
店
の
売
上
げ
は
お
ち
て
町
勢
は
沈
滞
を
し
、
町
当
局
も
紛
争
解
決
に
努
力
を
さ
れ
て
い
る

と
聞
き
及
ん
で
い
る
。 

下
請
外
注
工
場
で
は
、
苛
酷
な
労
働
条
件
で
労
働
者
が
使
わ
れ
て
い
る
と
の
風
聞
も
有
り
、
安
全
衛
生
、
労

働
基
進
法
が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。 

済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。 

こ
の
内
容
と
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

町
勢
の
実
態
や
町
当
局
の
働
き
か
け
な
ど
の
内
容
、
経
過
、
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

四 
こ
の
紛
争
の
中
で
、
会
社
は
富
山
県
地
方
労
働
委
員
会
の｢

斡
旋｣

を
拒
否
し
た
ば
か
り
か
、
次
の
様
な
紛
争

拡
大
を
図
つ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
異
常
な
行
動
が
と
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
運
び
出
さ
れ
た
資
材
、
設
備
は
会
社
の
命
に
よ
り
富
山
県
西
砺
波
郡
福
光
町
高
宮
地
区
内
に
建
設
さ
れ

て
い
る｢

干
柿
集
出
荷
セ
ン
タ
ー｣

に
集
結
保
管
さ
れ
た
。
こ
の｢

干
柿
集
出
荷
セ
ン
タ
ー｣

は
、
農
業
構
造
改
善

事
業
の
一
環
と
し
て
国
、
県
、
町
の
補
助
を
受
け
た
施
設
で
あ
る
。 

会
社
は
こ
の｢
斡
旋｣

の
拒
否
に
先
立
ち
、
回
答
期
限(

六
十
二
年
二
月
四
日
正
午)

当
日
の
早
朝
二
時
頃
、
会

社
の
管
理
職
と
関
係
会
社
日
本
抵
抗
器
販
売
株
式
会
社(

以
下｢

日
抵
販
売｣

と
い
う
。)

や
大
分
製
作
所
の
従
業

員
百
余
名
を
も
つ
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
Ｉ
Ｃ
工
場
の
資
材
、
設
備
を
強
引
に
運
び
出
し
、
生
産
を
長
期
に
わ
た

り
停
滞
さ
せ
た
。 

今
年
四
月
、
会
社
は
従
来｢

労
使
で
合
意
し
た
賃
金
引
上
げ
の
枠
内
で
初
任
給
調
整
を
行
う｣

と
い
う
慣
行
を

無
視
し
て
一
方
的
に
実
施
し
た
。 

五 

 



 

会
社
は
、
一
昨
年
来
の
円
高
で
企
業
危
機
を
主
張
し
、
す
べ
て
の
要
求
に
「
ゼ
ロ
」
回
答
を
為
し
て
い
る
が
、

経
営
陣
自
ら
の
姿
勢
を
正
し
、
理
解
を
求
め
る
よ
う
な
役
員
給
与
や
管
理
職
手
当
の
カ
ッ
ト
な
ど
は
一
切
行
わ

れ
ず
に
前
項
の
様
な
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

日
抵
販
売
に
お
け
る
新
入
社
員
調
整
は
昨
年
七
月
に
実
施
さ
れ
、
会
社
は
六
十
一
年
度
、
同
社
と
の
格
差
是

正
と
し
て
四
千
円(

二
・
六
％)

か
ら
七
千
二
百
円(

六
・
四
％)

の
初
任
給
調
整
を
入
社
六
年
迄
を
対
象
と
し
て 

遡
及
支
給
し
た
。 

今
年
七
月
、
会
社
は
八
七
年
春
闘
要
求
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
家
族
手
当
の
改
定
に
つ
い
て
、
賃
上
げ
、
夏

一
時
金｢

ゼ
ロ｣

を
前
提
に
し
て
四
月
遡
及
し
て
の
支
給
を
通
告
し
て
、
こ
れ
ま
た
労
使
の
合
意
の
無
い
ま
ま
に

一
方
的
に
実
施
し
た
。
こ
の
内
容
は
、
管
理
職
の
平
均
が
三
千
円
弱
、
組
合
員
の
平
均
が
四
百
円
強
と
い
う
中

身
で
あ
る
。 

会
社
は
、
今
年
四
月
末
頃
よ
り
管
理
職
を
し
て
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
し
て
女
性
組 

六 

 



 

 

七 

合
員
の
家
庭
を
集
中
的
に
訪
問
を
し
、
「
労
働
組
合
は
ゼ
ロ
回
答
を
理
解
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
個
人
的
に
ゼ 

ロ
を
理
解
し
て
欲
し
い
」
、
あ
る
い
は
「
今
年
の
年
末
一
時
金
も
出
せ
な
い
」
な
ど
と
、
休
日
や
夜
の
十
時
頃
ま

で
個
人
宅
を
訪
問
し
、
家
族
を
含
め
て
大
き
な
迷
惑
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
（
本
件
は
、
一
部
不
当
労
働

行
為
と
し
て
救
済
申
請
が
為
さ
れ
て
い
る
。
）
。 

私
企
業
と
い
え
ど
も
、
東
証
二
部
上
場
企
業
の
こ
の
様
な
非
常
識
な
経
営
に
対
し
て
、
ど
の
様
な
行
政
指
導

が
為
さ
れ
て
き
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

政
府
並
び
に
通
産
省
、
労
働
省
は
こ
の
特
定
不
況
地
域
に
お
け
る
産
業
の
空
洞
化
や
雇
用
対
策
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
施
策
を
行
わ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
労
使
紛
争
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
解
決
と
努
力
を
さ
れ
て
い

る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


